
一

前
回
よ
り
「
不
婬
戒
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
が
、
こ
こ
ま

で
は
相
依
相
待
の
超
克
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
今

回
は
宗
意
が
自
在
に
説
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
『
略
抄
』

も
筆
が
滑
ら
か
と
な
り
、
文
意
に
よ
る
段
落
の
仕
分
け
が
難
し
く
な
っ

て
し
ま
う
が
、
段
落
を
あ
ま
り
大
き
く
捉
え
て
し
ま
う
と
、
考
察
を
加

え
る
対
象
も
大
雑
把
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
の
で
、
こ
こ
は
出
来
る

だ
け
小
さ
く
、
逐
次
的
に
仕
分
け
て
読
ん
で
行
く
こ
と
と
し
た
い
。
先

ず
、

持
戒
ヲ
清
浄
ト
イ
ヒ
、
犯
戒
ヲ
不
浄
ト
云
フ
。
十
戒
ノ
内
、
何
ノ
戒
ナ
リ

ト
モ
、
一
戒
持
ム
時
ハ
第
一
清
浄
ト
イ
ハ
ル
ヘ
シ
。
此
婬
ヲ
ノ
ミ
不
清
浄

ト
不
云
。

（『
蒐
書
大
成
』
一
四
・
五
〇
〇
頁
）

と
あ
る
。
通
常
、
持
戒
で
あ
れ
ば
清
浄
で
あ
る
と
言
い
、
犯
戒
が
あ
れ

ば
不
浄
と
言
う
が
、
仏
戒
の
場
合
、
十
戒
の
内
の
何
れ
の
戒
で
あ
っ
て

も
、
一
つ
の
戒
を
保
持
で
き
て
い
る
時
、「
第
一
清
浄
」
と
言
わ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
婬
戒
だ
け
を
取
り
立
て
て
「
不
清
浄
」
と
は
言
う

の
で
は
な
い
、
と
い
っ
た
意
と
思
わ
れ
る
。

持
戒
を
清
浄
と
い
い
、
犯
戒
を
不
浄
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
取

り
立
て
て
考
え
る
必
要
も
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、『
四
分
律
行
事
鈔
』

巻
中
二
に
「
何
者
持
戒
清
浄
、
答
言
、
僧
無
犯
戒
不
清
浄
」（
大
正
蔵
四

〇
・
七
四
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
教
者
に
と
っ
て
は
周
知
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
経
・
律
・
論
を
問
わ
ず
「
持
戒
清
浄
」

と
い
う
用
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
何
故
に
「
持
戒
」
が
「
清
浄
」

で
あ
る
か
と
い
う
説
明
は
筆
者
の
管
見
の
限
り
で
は
見
出
す
こ
と
が
出

来
な
い
。
た
だ
『
華
厳
経
』（
六
十
華
厳
）
巻
第
四
十
に
「
持
戒
清
浄
、

遠
離
悪
戒
」（
大
正
蔵
九
・
六
五
〇
下
）
と
あ
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
悪

戒
が
不
清
浄
だ
と
い
う
前
提
が
見
え
て
来
る
。
つ
ま
り
仏
教
で
示
さ
れ

る
戒
な
る
が
故
に
「
清
浄
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
仏
教
の
戒
律

を
護
り
続
け
る
こ
と
を
「
持
戒
清
浄
」
と
言
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
れ
は
勿
論
、
清
浄
な
る
身
口
意
で
あ
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
で
あ
ろ

う
が
。

次
に
、
十
戒
の
内
の
い
ず
れ
か
一
戒
を
護
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば

「
第
一
清
浄
」
で
あ
る
と
言
う
が
、
こ
こ
は
注
意
を
要
す
る
。
と
い
う

一
九
三

駒
澤
大
學
佛

學
部
論
集
第
三
十
四
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の
は
例
え
ば
『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
巻
下
に
「
有
受
一
分
戒
名
一
分
菩

薩
。
乃
至
二
分
三
分
四
分
。
十
分
名
具
足
受
戒
」（
大
正
蔵
二
四
・
一
〇

二
一
中
）

と
あ
る
よ
う
に
、
何
か
実
行
可
能
な
一
つ
の
戒
だ
け
を
護
る

立
場
も
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
『
略
抄
』
の
説
く
仏
戒
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
既
に
見
た
よ
う

に
「
但
一
戒
ヲ
説
ニ
十
戒
モ
ソ
ナ
ハ
リ
十
戒
ヲ
説
ニ
一
戒
ト
極
マ
ル
也
」

（『
蒐
書
大
成
』
一
四
・
四
八
七
頁
）

と
あ
り
、「
一
戒
ヲ
受
持
ス
ル
時
、
諸

戒
受
持
ナ
ラ
ス
ト
云
事
ナ
シ
」（『
蒐
書
大
成
』
一
四
・
四
九
二
頁
）

と
あ

る
。
つ
ま
り
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
な
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
一

分
戒
、
二
分
戒
と
い
っ
た
部
分
的
持
戒
は
認
め
よ
う
が
な
い
。
一
戒
を

仏
戒
と
し
て
成
立
さ
せ
る
時
、
そ
の
人
は
既
に
仏
で
あ
る
か
ら
、
他
の

九
戒
も
必
然
的
に
仏
戒
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
逆
に
一
戒
で
も
犯
戒
す
れ
ば
、
そ
の
人
は
既
に
仏
で
は
な
い
か
ら
、

他
の
九
戒
も
必
然
的
に
仏
戒
と
し
て
は
犯
戒
に
当
た
る
こ
と
と
な
る
。

『
略
抄
』
か
ら
言
わ
せ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
「
第
一
清
浄
」
と
い
う
言
葉

自
体
、
仏
の
立
場
を
示
す
言
葉
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
、
既
に
見

た
如
く
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
「
此
婬
ヲ
ノ
ミ
不
清
浄
ト
不
云
」

と
言
う
の
は
、
不
婬
戒
だ
け
を
取
り
上
げ
て
「
不
清
浄
」
と
結
び
付
け

る
例
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
『
梵
網
経
』
に
も
そ

の
例
が
あ
る
。

作
是
願
言
、
寧
以
此
身
投
熾
然
猛
火
大
坑
刀
山
、
終
不
毀
犯
三
世
諸
仏
経

律
、
与
一
切
女
人
作
不
浄
行
。

（
大
正
蔵
二
四
・
一
〇
〇
七
下
）

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ど
れ
ほ
ど
過
酷
な
迫
害
を
受

け
よ
う
と
も
、
仏
教
を
誹
謗
せ
ず
、
女
人
と
「
不
浄
行
」
を
し
な
い
と

い
う
誓
願
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
不
浄
行
」
は
、
わ
ざ
わ
ざ
女
人

が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
性
交

を
意
味
し
て
い
る
。
『
長
阿
含
経
』
巻
第
二
十
二
に
も
「
有
男
女
形
。

互
相
瞻
視
、
遂
生
欲
想
、
共
在
屏
処
為
不
浄
行
」（
大
正
蔵
一
・
一
四
八

上
）
と
、
同
様
の
用
例
が
見
え
る
。
ま
た
、『
五
分
戒
本
』
に
は
、

若
比
丘
、
故
出
不
浄
除
夢
中
、
僧
伽
婆
尸
沙
。
若
比
丘
、
欲
盛
変
心
触
女

人
身
、
若
捉
手
、
若
捉
髮
、
若
捉
一
一
身
分
摩
著
細
滑
、
僧
伽
婆
尸
沙
。

（
大
正
蔵
二
二
・
一
九
五
上
）

と
あ
る
。
夢
精
を
除
外
し
、
意
図
的
に
不
浄
を
出
せ
ば
、
僧
残
罪
（
謹

慎
処
分
）
に
該
当
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
「
不
浄
」
は

「
精
液
」
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
念
の
た
め
続
く
文
を
見
れ
ば
、
劣
情

を
起
こ
し
て
女
人
に
触
れ
た
く
な
り
、
手
や
髪
、
そ
の
他
ど
こ
で
も
触

っ
た
り
す
れ
ば
、
僧
残
罪
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り

婬
欲
に
関
す
る
こ
と
が
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

し
て
み
る
と
、
浄
・
不
浄
は
、
本
来
、
婬
欲
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
婬
欲
に
関
わ
る
こ
と
に
特
定
し
て
使
用
さ
れ

る
例
も
多
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。『
略
抄
』
が
念
を
押
す
所
以

で
あ
る
。『
略
抄
』
が
次
に
「
不
婬
清
浄
」
と
言
い
直
す
の
も
、
清
浄

の
意
味
合
い
を
明
確
に
し
た
か
っ
た
に
他
な
る
ま
い
。
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此
不
婬
清
浄
ノ
詞
ヲ
取
テ
、
仏
戒
ニ
当
テ
心
得
ム
ト
キ
ハ
、
汝
欲
見
仏
性
、

先
須
除
我
慢
、
コ
レ
ナ
ル
ヘ
シ
。
此
詞
ヲ
心
得
ニ
ハ
、
又
除
我
慢
時
有
、

不
除
時
有
ト
キ
コ
ユ
。
見
仏
性
時
、
我
慢
ヲ
可
除
ト
云
様
ニ
聞
ユ
。
然
者

除
カ
ヌ
時
ア
ル
ヘ
シ
。
然
者
、
又
仏
性
モ
見
ル
ト
キ
ア
リ
、
見
ヌ
時
ア
ル

ヘ
キ
歟
。
仏
性
ハ
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
ト
云
フ
、
隠
顕
可
有
物
ニ
ア
ラ
ス
。

非
内
非
外

テ
仏
性
ト
談
セ
ム
ト
キ
ハ
、
我
慢
除
不
除
ト
云
事
、
更
不
可

有
。
我
慢
イ
ツ
ク
ヨ
リ
出
来
ル
ソ
。
悉
有
仏
性
ノ
上
、
有
何
我
慢
。
其
ハ

又
何
ヲ
可
除
ソ
。

（『
蒐
書
大
成
』
一
四
・
五
〇
〇
〜
五
〇
一
頁
）

不
婬
清
浄
を
仏
戒
と
し
て
考
え
る
場
合
、「
汝
欲
見
仏
性
、
先
須
除

我
慢
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
言
葉
を
理
解
す
る
際
、
我
慢
を
除

く
時
と
除
か
な
い
時
と
が
あ
り
、
仏
性
を
見
る
時
に
我
慢
が
除
か
れ
る

だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
に
思
う
が
、
だ
と
す
れ
ば
我
慢
を
除
か
な
い
時
が

あ
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
仏
性
に
つ
い
て
も
ま
た
、
見
る
時
と
見
な

い
時
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
し
か
し
仏
性
は
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」

と
い
う
の
だ
か
ら
、
出
た
り
隠
れ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
内
と
か

外
と
い
う
の
で
は
な
く
、
全
て
が
仏
性
で
あ
る
と
談
じ
よ
う
と
い
う
時
、

我
慢
を
除
く
と
か
除
か
な
い
と
い
っ
た
こ
と
は
、
あ
る
べ
く
も
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
我
慢
な
る
も
の
は
何
処
か
ら
出
て
来
る
の
か
。

「
悉
有
仏
性
」
で
あ
る
以
上
、
如
何
な
る
我
慢
が
あ
る
と
い
う
の
か
。

そ
し
て
ま
た
何
を
除
く
べ
き
だ
と
い
う
の
か
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
ス

ト
レ
ー
ト
な
意
味
で
あ
ろ
う
。

「
汝
欲
見
仏
性
、
先
須
除
我
慢
」
と
は
、『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
第
一

に
出
る
言
葉
で
、

第
十
四
祖
龍
樹
尊
者
。
西
天
竺
国
人
也
。
亦
名
龍
勝
。
始
於
毘
羅
尊
者

得
法
、
後
至
南
印
度
。
彼
国
之
人
多
信
福
業
。
聞
尊
者
為
説
妙
法
逓
相
謂

曰
、
人
有
福
業
、
世
間
第
一
。
徒
言
仏
信
、
誰
能
覩
之
。
尊
者
曰
、
汝
欲

見
仏
性
、
先
須
除
我
慢
。
彼
人
曰
、
仏
性
大
小
。
尊
者
曰
、
非
大
非
小
、

非
広
非
狭
、
無
福
無
報
、
不
死
不
生
。
彼
聞
理
勝
悉
迴
初
心
。
尊
者
復
於

座
上
現
自
在
身
、
如
満
月
輪
。
一
切
衆
、
唯
聞
法
音
、
不
覩
師
相
。

彼
衆
中
有
長
者
子
、
名
迦
那
提
婆
。
謂
衆
曰
、
識
此
相
否
。
衆
曰
、
目

所
未
覩
、
安
能
辨
識
。
提
婆
曰
、
此
是
尊
者
、
現
仏
性
体
相
、
以
示
我
等
。

何
以
知
之
。
蓋
以
無
相
三
昧
、
形
如
満
月
。
仏
性
之
義
、
廓
然
虚
明
。
言

訖
輪
相
即
隠
。
復
居
本
座
、
而
説
偈
言
、
身
現
円
月
相
、
以
表
諸
仏
体
、

説
法
無
其
形
、
用
弁
非
声
色
。

（
大
正
蔵
五
一
・
二
一
〇
上
〜
中
）

と
あ
る
の
が
出
典
。
少
し
く
長
文
に
引
用
し
た
の
は
、
こ
の
部
分
が

『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
性
」
に
も
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る（

1
）

。
か
い
つ

ま
ん
で
要
旨
を
言
え
ば
、
世
間
的
な
利
益
を
一
番
と
考
え
る
人
が
、

「
仏
性
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
仏
性
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
人
な
ど
い

る
と
い
う
の
か
」
と
言
っ
た
の
に
対
し
、
龍
樹
が
「
仏
性
を
見
よ
う
と

思
う
な
ら
、
先
に
我
慢
を
除
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
い
、
自
ら

満
月
の
如
き
自
在
相
を
現
じ
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
時
迦
那
提
婆
が
、

こ
れ
こ
そ
が
仏
性
な
の
だ
と
説
明
、
龍
樹
は
元
に
戻
っ
て
「
身
体
は
円

月
相
を
現
じ
て
諸
仏
の
本
質
を
表
し
た
。
説
法
に
形
は
な
く
、
音
声
や

姿
形
な
ど
も
な
い
」
と
言
う
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
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念
の
た
め
に
言
っ
て
お
け
ば
、
当
然
な
が
ら
「
我
慢
」
は
、「
我
慢

強
い
」
な
ど
と
い
う
現
代
語
と
し
て
の
用
法
で
は
な
い
。
自
己
を
実
体

的
存
在
と
捉
え
、
更
に
そ
の
自
己
を
拠
り
所
と
考
え
る
煩
悩
、
と
言
え

ば
辞
書
的
だ
が
、
龍
樹
が
敢
え
て
マ
ジ
カ
ル
な
手
法
を
も
っ
て
仏
性
を

示
し
た
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
自
己
の
感
覚
・
見
解
・
固
定
観
念
に

執
ら
わ
れ
た
状
態
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
『
略
抄
』
は
、
こ
の
「
汝
欲
見
仏
性
、
先
須
除
我
慢
」
と
い
う

言
葉
こ
そ
が
不
婬
清
浄
を
仏
戒
と
し
て
捉
え
る
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
と
言

う
。
最
初
は
日
常
的
言
語
感
覚
で
あ
れ
こ
れ
と
述
べ
て
い
る
が
、
詰
ま

る
と
こ
ろ
そ
の
次
元
に
止
ま
る
限
り
、
ど
う
し
て
も
「
見
ら
れ
る
仏
性
」

と
「
見
ら
れ
な
い
仏
性
」
が
分
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ

が
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
な
の
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
は
『
涅
槃
経
』
を
中
心
に
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、『
略
抄
』

が
必
ず
や
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
の
冒
頭
に
は
、

「
釈
迦
牟
尼
仏
言
、
一
切
衆
生
、
悉
有
仏
性
。
如
来
常
住
、
無
有
変
易
」

（『
道
元
禅
師
全
集
』
一
・
一
四
頁
）
と
あ
る
か
ら
、『
涅
槃
経
』（
南
本
）
巻

第
二
十
五
に
、「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
如
来
常
住
無
有
変
易
」（
大
正

蔵
一
二
・
七
六
七
上
〜
中
）
と
あ
る
の
を
出
典
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
因

み
に
、
同
文
が
北
本
巻
第
二
十
七
（
大
正
蔵
一
二
・
五
二
二
下
）
に
も
見

ら
れ
る
。

そ
の
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
に
は
、『
略
抄
』
と
呼
応
す
る
す
る
か

の
よ
う
に
「
正
当
什
麼
時
は
、
衆
生
の
内
外
す
な
は
ち
仏
性
の
悉
有
な

り
」（『
道
元
禅
師
全
集
』
一
・
一
四
頁
）
と
あ
る
。
す
べ
て
が
仏
性
な
の

で
あ
る
。
見
え
る
・
見
え
な
い
の
問
題
で
は
な
く
、
厳
然
た
る
事
実
と

し
て
仏
性
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
『
略
抄
』
も
「
隠
顕
可
有
物
ニ
ア
ラ

ス
。
非
内
非
外

テ
仏
性
ト
談
セ
ム
ト
キ
」
と
言
う
こ
と
と
な
る
。
こ

う
な
る
と
最
早
、
我
慢
を
除
く
・
除
か
な
い
と
い
う
議
論
も
成
立
し
な

い
。
我
慢
そ
の
も
の
が
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
。
で
は
何

故
に
取
り
立
て
て
「
不
婬
」
な
の
か
。『
略
抄
』
は
一
歩
譲
っ
て
、
一

旦
日
常
的
解
釈
を
示
す
。

喩
ヘ
ハ
松
ト
イ
ヒ
竹
ト
云
物
、
其
躰
カ
モ
ト
ヨ
リ
ナ
カ
ラ
ム
ニ
ハ
、
松
ノ

名
・
竹
ノ
号
、
不
可
有
。
是
程
ニ
心
得
ル
時
、
不
婬
戒
モ
清
浄
ト
ハ
云
ハ

ル
ヘ
キ
也
。
一
切
清
浄
ノ
法
ヲ
以
テ
不
婬
ト
可
説
。
婬
許
カ
不
浄
ニ
テ
ハ

ナ
シ
。
仏
戒
ノ
沙
汰
ノ
時
ハ
、
不
婬
清
浄
ト
云
ハ
、
先
須
除
我
慢
ノ
義
也
。

（『
蒐
書
大
成
』
一
四
・
五
〇
一
頁
）

と
い
う
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
松
や
竹
と
い
う
の
は
、
そ
の
存
在
が
最

初
か
ら
無
か
っ
た
な
ら
ば
、
松
と
い
う
名
称
、
竹
と
い
う
名
称
も
無
い

筈
で
あ
る
、
と
、
こ
の
程
度
の
考
え
で
、
不
婬
戒
が
清
浄
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
の
際
に
も
、
一
切
の
清
浄
な
る
存
在
が

「
不
婬
」
と
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
何
も
「
婬
」
ば
か
り
が
不
浄

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
仏
戒
の
次
元
で
言
う
場
合
、
「
不
婬
清
浄
」

と
言
え
ば
、
そ
れ
は
「
先
須
除
我
慢
」
の
意
味
と
な
る
、
と
い
う
意
と

な
ろ
う
。

多
少
強
引
な
気
が
す
る
が
、
い
わ
ば
火
の
な
い
所
に
煙
は
立
た
な
い
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と
い
う
程
度
の
解
釈
で
も
、
取
り
敢
え
ず
「
不
婬
清
浄
」
と
言
え
る
だ

ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
清
浄
な
る
も
の
と
し
て
「
不
婬
」

が
規
定
さ
れ
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
正
当
性
が
背
後
に
潜
ん
で
い
る
と

思
わ
れ
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
た
だ
そ
の
場
合
で
も
、

「
清
浄
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
範
疇
を
弁
え
る
な
ら
ば
、
何
も
「
不
婬
」

だ
け
が
清
浄
な
る
も
の
で
は
な
い
。
他
に
も
多
く
の
清
浄
な
る
も
の
が

あ
り
得
る
。
こ
こ
で
、
清
浄
＝
不
婬
と
い
う
方
程
式
を
再
度
確
認
し
て

み
る
と
、「
不
婬
」
と
は
性
交
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

一
切
の
汚
れ
無
き
事
物
を
意
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
不
婬
戒
は
「
一
切
の
汚
れ
無
き
戒
」
と
い

う
意
と
な
り
、
そ
れ
は
仏
戒
そ
の
も
の
で
あ
る
。
正
に
一
戒
の
成
立
が

十
戒
の
成
立
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。『
略
抄
』
は
見
事
に
仏
戒

を
導
き
出
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ

も
言
葉
と
い
う
も
の
は
、
意
識
し
よ
う
と
し
ま
い
と
、
人
間
界
の
約
束

事
と
し
て
何
ら
か
の
定
義
を
経
て
使
用
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
の
に
、

い
と
も
簡
単
に
語
義
が
す
り
替
わ
っ
て
行
く
こ
と
に
、
改
め
て
驚
か
さ

れ
る
。

そ
れ
は
そ
う
と
、『
略
抄
』
は
更
に
「
不
婬
清
浄
」
と
は
「
先
須
除

我
慢
」
だ
と
言
い
切
る
。
仏
戒
の
立
場
を
前
提
と
す
れ
ば
、「
婬
」
の

語
義
を
あ
れ
こ
れ
悩
む
必
要
も
な
い
。
敢
え
て
先
程
の
方
程
式
を
応
用

す
れ
ば
「
不
婬
清
浄
」
と
は
「
清
浄
清
浄
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
つ
ま
り

「
仏
」
以
外
の
何
者
で
も
な
か
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
「
不
浄
」
な
る
「
婬
」

そ
の
も
の
が
あ
り
得
な
い
。
同
様
に
、
仏
法
上
「
我
慢
」
と
い
う
こ
と

も
あ
り
得
ず
、
初
め
か
ら
「
除
我
慢
」
な
の
だ
。『
略
抄
』
が
「
除
我

慢
」
を
持
ち
出
し
た
意
図
は
、
こ
の
思
考
パ
タ
ー
ン
の
共
通
性
に
あ
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

二

こ
こ
で
『
略
抄
』
は
『
梵
網
経
』
本
文
に
目
を
転
ず
る
。

都
テ
此
戒
ニ
因
縁
法
業
ヲ
タ
ツ
ル
ニ
似
タ
レ
ト
モ
、
世
間
ニ
如
思
ニ
ア
ラ

サ
ル
也
。
此
仏
戒
、
纔
六
道
ヲ
離
ム
カ
為
ト
イ
ハ
ス
、
二
乗
・
三
乗
ニ
モ

超
越
ノ
菩
薩
戒
ト
云
モ
、
菩
薩
ノ
本
誓
ハ
化
一
切
衆
生
皆
令
入
仏
道
ナ
リ
。

（『
蒐
書
大
成
』
一
四
・
五
〇
一
頁
）

こ
れ
ま
で
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
戒
全
体
に
渡
っ
て
因
縁
法
業
を

立
て
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
世
間
で
思
う
よ
う
な
意
味
で
は
な
い
。

こ
の
仏
戒
は
、
六
道
を
離
れ
る
た
め
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
二
乗
・

三
乗
も
超
越
す
る
菩
薩
戒
で
あ
る
と
言
う
の
も
、
菩
薩
本
来
の
誓
願
が

「
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
教
化
し
て
仏
道
に
入
れ
よ
う
」
と
い
う
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
、
と
い
う
程
の
意
か
。

既
に
か
つ
て
「
因
縁
法
業
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
る

が（
2
）

、
不
婬
戒
の
『
梵
網
経
』
本
文
を
確
認
が
て
ら
見
て
み
れ
ば
、

若
仏
子
、
自
婬
、
教
人
婬
、
乃
至
一
切
女
人
、
不
得
故
婬
。
婬
因●

・
婬

縁●

・
婬
法●

・
婬
業●

。
乃
至
畜
生
女
、
諸
天
鬼
神
女
、
及
非
道
行
婬
。
而
菩
薩

応
生
孝
順
心
、
救
度
一
切
衆
生
、
浄
法
与
人
。
而
反
更
起
一
切
人
婬
、
不
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択
畜
生
乃
至
母
女
姉
妹
六
親
、
行
婬
無
慈
悲
心
者
、
是
菩
薩
波
羅
夷
罪
。

（
大
正
蔵
二
四
・
一
〇
〇
四
中
〜
下
）

と
あ
る
。
漢
文
が
少
々
難
解
で
、
特
に
「
非
道
行
婬
」
の
部
分
を
反
語

と
捉
え
な
い
と
読
め
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、

こ
の
婬
に
関
す
る
因
縁
法
業
に
つ
い
て
諸
家
が
種
々
の
解
釈
を
施
し
て

い
る
が
、
法
蔵
『
菩
薩
戒
本
疏
』
巻
第
三
で
は
四
釈
を
挙
げ
て
そ
の
多

様
性
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

謂
因
縁
法
業
亦
同
前
四
釈
。
一
約
能
釈
。
謂
因
者
内
起
染
心
邪
思
惟
等
。

縁
者
外
畜
脂
粉
等
荘
身
令
染
。
法
者
作
姿
態
等
。
又
説
艷
言
詞
等
。
又
施

設
婬
事
方
法
。
業
者
以
婬
為
家
業
。
二
約
所
釈
中
。
因
者
正
道
処
。
縁
者

摩
触
等
。
法
者
詩
対
法
等
。
業
者
令
他
動
作
以
成
業
等
。
三
約
通
釈
中
。

因
者
内
起
貪
心
。
縁
者
外
境
現
前
。
法
者
造
趣
方
便
。
業
者
正
犯
結
業
。

四
約
自
他
作
釈
中
。
因
者
自
作
也
。
縁
者
助
他
成
。
法
者
説
法
教
他
。
業

者
自
他
業
成
。

（
大
正
蔵
四
〇
・
六
二
三
上
）

動
作
の
主
体
に
焦
点
を
当
て
れ
ば
、
因
は
色
欲
の
心
を
起
こ
す
こ
と
、

縁
は
お
洒
落
を
す
る
こ
と
、
法
は
悩
ま
し
い
仕
草
や
言
葉
な
ど
、
あ
る

い
は
種
々
の
雰
囲
気
作
り
、
業
は
性
を
売
り
物
と
す
る
こ
と
、
と
い
っ

た
具
合
で
あ
ろ
う
か
。
受
け
手
に
焦
点
を
当
て
れ
ば
、
因
は
性
器
そ
の

も
の
、
縁
は
愛
撫
な
ど
、
法
は
受
け
入
れ
る
言
葉
、
業
は
相
手
の
動
き

に
よ
っ
て
行
為
が
成
立
す
る
よ
う
な
こ
と
を
指
す
か
。
主
客
共
通
で
考

え
る
な
ら
、
因
は
貪
り
の
心
を
起
こ
す
こ
と
、
縁
は
相
手
が
目
の
前
に

い
る
こ
と
、
法
は
行
為
の
手
段
、
業
は
煩
悩
の
行
為
そ
の
も
の
で
あ
ろ

う
。
自
他
の
行
為
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
因
は
自
分
が
行
う
行
為
、
縁

は
相
手
の
行
為
を
助
け
る
こ
と
、
法
は
方
法
を
説
い
て
相
手
に
教
え
る

こ
と
、
業
は
自
他
の
行
為
が
成
立
す
る
こ
と
、
と
い
う
程
の
意
か
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
因
を
直
接
的
原
因
、
縁
を
間
接
的
原
因
、
法
を
手
段
方

法
あ
る
い
は
行
為
の
様
子
、
業
を
行
為
の
完
成
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。『

略
抄
』
は
こ
の
因
縁
法
業
の
解
釈
が
世
間
で
思
う
よ
う
な
意
味
で

は
な
い
、
と
い
う
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
。『
梵
網
経
』
自
体

が
そ
れ
を
意
図
し
て
い
る
か
は
別
と
し
て
も
、
後
に
続
く
文
か
ら
察
す

る
に
、『
略
抄
』
は
特
に
こ
れ
ら
を
転
生
先
を
決
め
る
要
因
と
し
て
捉

え
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
厳
密
に
言
え
ば
、『
略
抄
』
が
想
像

す
る
「
世
間
」
の
解
釈
で
は
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
が
、
そ
の
よ
う

に
捉
え
る
が
故
に
、
六
道
を
離
れ
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
だ
け
で
は
な

い
と
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
六
道
を
離
れ
る
だ
け
、
輪
廻
か
ら
の
解
脱
だ
け
で
あ

れ
ば
、
こ
れ
は
二
乗
に
お
い
て
も
煩
悩
を
滅
尽
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可

能
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
二
乗
を
超
越
す
る
と
い
う
の
は
理
解
し
易
い
。

た
だ
三
乗
を
も
超
越
す
る
と
な
る
と
、
そ
こ
に
例
外
を
許
さ
な
い
「
一

切
衆
生
」
と
い
う
姿
勢
が
見
て
取
れ
よ
う
。「
二
乗
三
乗
を
超
越
す
る

仏
戒
」
を
説
い
て
い
る
の
は
、
紛
れ
も
な
く
こ
の
『
略
抄
』
な
の
で
あ

っ
て
、
例
え
ば
「
三
乗
二
乗
ハ
権
智
、
仏
菩
薩
ノ
位
ハ
実
智
ナ
ル
ヘ
シ
」

（『
蒐
書
大
成
』
一
四
・
六
二
三
頁
）

と
あ
る
が
如
く
で
あ
る
。
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ま
た
、
こ
こ
で
は
「
菩
薩
の
本
誓
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
出
典
は

『
法
華
経
』
巻
第
一
「
方
便
品
」
で
、

舎
利
弗
当
知
、
我
本
立
誓
願
、
欲
令
一
切
衆
、
如
我
等
無
異
。
如
我
昔
所

願
、
今
者
已
満
足
。
化
一
切
衆
生
、
皆
令
入
仏
道
。
（
大
正
蔵
九
・
八
中
）

と
あ
る
。『
法
華
経
』
で
は
か
つ
て
の
釈
尊
の
誓
願
と
い
う
こ
と
と
な

っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
菩
薩
の
本
誓
と
置
き
換
え
た
こ
と
と
な
る
が
、

管
見
の
限
り
で
は
『
略
抄
』
以
前
の
典
籍
に
、
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
『
略
抄
』
か
ら
す
れ
ば
、
二
乗
・

三
乗
と
い
っ
た
枠
組
み
を
捨
て
去
り
、
正
に
「
一
切
衆
生
」
を
仏
道
に

導
く
と
い
う
立
場
を
強
調
し
た
か
っ
た
に
他
な
る
ま
い
。

そ
の
上
で
『
略
抄
』
は
、『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
に
依
拠
し
て
「
皆

令
入
仏
道
」
を
強
調
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

第
一
清
浄
ト
云
ハ
受
戒
也
。
此
戒
受
戒
、
以
前
ヨ
リ
具
シ
、
後
ニ
具
ス
ト

モ
イ
ハ
ス
。
又
一
人
清
浄
ナ
ラ
ム
ト
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
尽
界
清
浄
ナ
ル
ヘ
シ
。

尽
界
更
客
塵
ナ
シ
、
直
下
サ
ラ
ニ
第
二
人
ニ
非
ト
云
故
ニ
。

（『
蒐
書
大
成
』
一
四
・
五
〇
一
頁
）

「
第
一
清
浄
」
と
い
う
の
は
受
戒
で
あ
る
。
こ
の
仏
戒
の
受
戒
は
、

以
前
よ
り
備
わ
っ
て
い
て
、
後
か
ら
備
わ
る
と
も
言
わ
な
い
。
ま
た
、

一
人
だ
け
が
清
浄
に
な
ろ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
、
全
世
界
が
清
浄
な

の
で
あ
ろ
う
。「
尽
界
は
す
べ
て
客
塵
な
し
、
直
下
さ
ら
に
第
二
人
あ

ら
ず
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
と
い
う
の
が
大
意
で
あ
ろ
う
。

「
第
一
清
浄
」
と
い
う
言
葉
が
絶
対
的
視
点
を
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
る
こ
と
は
か
つ
て
述
べ
た
が（

3
）

、
こ
こ
で
は
受
戒
そ
の
も
の
で
あ
る

と
い
う
の
だ
。
受
戒
が
そ
の
ま
ま
仏
の
世
界
を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て

も
良
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
受
戒
と
い
う
儀
軌
と
、
世
界
の
真
実
性
が

重
ね
ら
れ
て
し
ま
う
点
に
お
い
て
多
少
の
戸
惑
い
を
覚
え
る
が
、
乱
暴

に
言
っ
て
し
ま
え
ば
悉
有
仏
性
な
の
で
あ
る
か
ら
悉
有
受
戒
と
も
言
い

得
る
。
し
て
み
る
と
、
儀
軌
を
通
し
て
備
え
る
べ
き
も
の
な
の
で
は
な

く
、
初
め
か
ら
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
誰
に
で
も
備
わ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
特
別
な
経
験
を
し
た
者
だ
け
が
清
浄
に

な
る
の
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
仏
の
目
で
見
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
清
浄
な
の
だ
。

『
略
抄
』
は
そ
の
根
拠
と
し
て
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
の
「
尽
界

は
す
べ
て
客
塵
な
し
、
直
下
さ
ら
に
第
二
人
に
あ
ら
ず
」（『
道
元
禅
師

全
集
』
一
・
一
五
頁
）
と
い
う
文
言
を
引
き
合
い
に
出
す
。
全
世
界
に
不

浄
た
る
客
塵
煩
悩
が
な
い
の
だ
か
ら
、
尽
界
「
清
浄
」
と
な
る
。
た
だ

ち
に
そ
の
ま
ま
相
対
性
を
超
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
絶
対
の
「
第
一
」

な
の
で
あ
る
、
と
『
略
抄
』
は
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
道
元
禅
師
の
こ
の
言
葉
に
出
典
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
仏
照
禅
師
奏
対
録
』
に
は
「
上
曰
、
朕
此
心
与
仏
心
通
。
師
云
、
直

下
更
無
第
二
人
」（『
古
尊
宿
語
録
』
四
八
所
収
、
続
蔵
一
一
八
・
八
二
三
左

上
）
と
あ
る
。
『
仏
照
禅
師
奏
対
録
』
が
一
四
〇
三
年
の
刊
行
で
あ
る

た
め
、
こ
れ
を
出
典
と
は
出
来
な
い
が
、
仏
照
禅
師
つ
ま
り
拙
菴
徳
光

（
一
一
二
一
〜
一
二
〇
三
）
の
生
没
年
を
考
え
れ
ば
、
道
元
禅
師
入
宋
時
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二
〇
〇

に
は
既
に
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
言
葉
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

時
の
皇
帝
孝
宗
（
在
位
一
一
六
二
〜
一
一
八
九
）
と
の
や
り
取
り
と
い
う

事
を
考
え
れ
ば
、
余
計
に
そ
の
よ
う
に
想
像
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
「
尽

界
は
す
べ
て
客
塵
な
し
」
と
い
う
言
葉
も
何
ら
か
の
形
で
流
行
し
た
の

か
も
知
れ
な
い
が
、
現
段
階
で
は
ま
だ
、
想
像
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
の

み
で
あ
る
。三

こ
こ
ま
で
宗
意
を
中
心
に
示
し
て
き
た
『
略
抄
』
は
、
一
転
し
て
か

な
り
分
か
り
易
い
レ
ベ
ル
で
の
解
釈
を
示
し
、
か
つ
性
行
為
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
も
説
明
し
よ
う
と
す
る
。

不
婬
清
浄
戒
ハ
、
是
輪
廻
ノ
根
本
、
以
犯
為
力
ト
云
義
モ
ア
リ
。
出
世
成

道
ノ
時
、
所
被
ノ
機
縁
ナ
ク
シ
テ
ハ
難
出
世
。
結
縁
ノ
衆
生
ヲ
為
先
、
自

界
ニ
出
世
ス
レ
ハ
自
界
衆
生
、
他
界
ニ
出
世
ス
レ
ハ
他
界
衆
生
、
為
所
被

機
縁
。
此
来
集
ハ
多
依
夫
妻
ノ
縁
。〈
云
云
〉
右
合
点
段
、
能
能
可
了
見
事

也
。

（『
蒐
書
大
成
』
一
四
・
五
〇
一
〜
五
〇
二
頁
）

不
婬
清
浄
戒
は
、
輪
廻
の
根
本
で
は
あ
る
が
、
こ
の
戒
を
犯
す
こ
と
が

力
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
仏
が
こ
の
世
に
出
て
成
道
す
る
時
に
、

そ
れ
な
り
の
巡
り
合
わ
せ
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
来
る
こ
と

も
難
し
い
。
結
縁
の
衆
生
を
先
と
し
て
救
う
と
は
言
っ
て
も
、
こ
の
世

に
生
ま
れ
れ
ば
こ
の
世
の
衆
生
が
、
他
の
世
界
に
生
ま
れ
れ
ば
他
の
世

界
の
衆
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
巡
り
合
わ
せ
の
対
象
と
な
る
。
こ
の
衆
生
の

来
集
は
多
く
夫
婦
の
縁
に
依
る
の
だ
…
…
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
よ
く
よ

く
考
え
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

婬
が
輪
廻
の
根
本
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
法
蔵
『
菩
薩

戒
本
疏
』
巻
第
三
で
は
、
不
婬
戒
の
存
在
理
由
を
十
種
挙
げ
る
中
の
第

三
と
し
て
「
生
死
の
本
な
る
が
故
に
。
婬
蕩
に
貪
染
す
る
に
由
り
て
生

死
輪
廻
し
、
欲
海
の
愛
河
に
漂
い
溺
れ
て
岸
無
し
」（
大
正
蔵
四
〇
・
六

二
〇
下
）
と
説
明
す
る（

4
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
ば
か

り
で
あ
る
と
決
め
つ
け
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
側
面
が
あ
る
と
い
う
の

で
あ
る
。

し
か
し
そ
こ
か
ら
の
展
開
は
正
に
日
本
的
と
言
う
べ
き
か
。
山
内
舜

雄
氏
も不

婬
戒
に
つ
い
て
は
、
古
来
問
題
が
多
い
。
こ
と
に
中
古
天
台
に
至
っ
て

俗
諦
常
住
思
想
が
指
導
権
を
に
ぎ
る
よ
う
に
な
る
と
、
種
種
の
疑
問
が
提

起
さ
れ
て
く
る
。『
略
抄
』
に
も
、
そ
の
翳
が
濃
厚
に
見
ら
れ
る
。
や
は
り

同
時
代
の
性
格
を
共
有
し
て
い
る
如
く
で
あ
る（
5
）
。

と
言
わ
れ
る
。
筆
者
は
『
略
抄
』
が
こ
こ
で
直
接
的
に
俗
諦
常
住
思
想

に
賛
意
を
示
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
当
時
俗
諦
常
住
思
想
が
流

行
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
誤
解
を
注
意
深
く
排
除
す
る
こ

と
を
意
識
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
日
本
的
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

言
っ
て
し
ま
え
ば
釈
尊
す
ら
も
犯
戒
を
前
提
と
せ
ね
ば
出
世
し
な
い

し
、
我
々
の
存
在
も
両
親
の
性
行
為
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
仏
教
に
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二
〇
一

お
け
る
結
縁
が
効
を
奏
す
る
形
と
な
る
と
い
う
の
だ
。
こ
の
辺
の
議
論

は
、
中
国
な
ら
例
え
ば
『
菩
薩
戒
本
疏
』
巻
第
三
に
、

問
若
爾
、
何
故
在
家
菩
薩
有
妻
子
耶
。
答
在
家
有
二
類
。
若
約
初
心
人
、

則
未
受
戒
前
先
有
妻
子
。
若
約
得
位
已
去
、
為
化
衆
生
現
有
妻
子
。
是
方

便
力
。

（
大
正
蔵
四
〇
・
六
二
一
上
）

と
あ
る
よ
う
に
、
菩
薩
に
お
け
る
妻
子
の
存
在
を
受
戒
前
の
出
来
事
と

す
る
か
、
衆
生
教
化
の
た
め
の
方
便
で
あ
る
と
、
さ
ら
り
と
逃
げ
て
し

ま
う
。
そ
こ
か
ら
す
れ
ば
『
略
抄
』
の
言
葉
は
、
あ
る
い
は
性
行
為
の

肯
定
と
も
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
狙
い
は
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。悪

即
善
衆
生
ト
云
事
モ
ア
リ
、
以
浄
法
可
与
人
云
不
審
也
。
此
戒
ニ
不
可

置
浄
不
浄
。
第
一
不
殺
生
戒
ヨ
リ
不
謗
三
宝
ニ
至
マ
テ
、
持
之
者
、
国
王

ヨ
リ
畜
生
・
変
化
人
マ
テ
、
皆
第
一
清
浄
ト
云
ヘ
ハ
、
必
此
戒
ノ
ミ
不
浄

ト
ハ
不
可
云
。
今
ノ
戒
ノ
本
意
在
之
。（『
蒐
書
大
成
』
一
四
・
五
〇
二
頁
）

「
悪
即
善
衆
生
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
、「
浄
法
を
も
っ
て
人

に
与
う
べ
し
」
と
い
う
経
文
は
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
戒
に
浄
・
不
浄
を

置
く
べ
き
で
は
な
い
。
第
一
不
殺
生
戒
か
ら
第
十
不
謗
三
宝
戒
を
持
す

る
者
で
あ
れ
ば
、
国
王
で
あ
ろ
う
が
畜
生
で
あ
ろ
う
が
変
化
人
で
あ
ろ

う
が
、
誰
で
あ
ろ
う
と
「
第
一
清
浄
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ず

し
も
婬
戒
の
み
を
「
不
浄
」
と
は
言
え
な
い
。
仏
戒
の
本
意
は
こ
こ
に

あ
る
、
と
い
う
程
の
意
か
。

「
悪
即
善
衆
生
」
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

山
内
氏
は
、
こ
れ
を
本
覚
法
門
と
見
て
お
ら
れ
る
。

悪
即
善
を
立
て
て
、
悪
も
善
も
、
す
べ
て
本
覚
の
性
悔
に
帰
せ
し
め
る
と

こ
ろ
に
本
覚
法
門
の
真
骨
頂
が
あ
る
。
往
相
を
喪
っ
た
本
覚
思
想
の
、
お

そ
る
べ
き
陥
穽
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
浄
不
浄
の
無
差
別
悪
平
等
と
な
る（
6
）
。

ど
う
も
『
略
抄
』
の
こ
こ
の
一
文
が
、
『
略
抄
』
の
立
場
で
は
な
く
、

中
古
天
台
の
立
場
を
示
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
が
如
く
で
あ
る
が
、

「
第
一
清
浄
」
を
訴
え
た
い
『
略
抄
』
と
し
て
は
、
当
然
一
旦
は
浄
不

浄
の
無
差
別
平
等
を
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
筈
で
、
だ
か
ら
こ
そ
浄
の
み

を
人
に
与
え
よ
う
と
す
る
経
文
に
つ
い
て
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

特
に
中
古
天
台
本
覚
思
想
を
立
て
な
く
と
も
、
例
え
ば
『
法
華
玄
義
』

巻
第
五
に
「
由
悪
有
善
、
離
悪
無
善
。
翻
於
諸
悪
、
即
善
資
成
」（
大

正
蔵
三
三
・
七
四
三
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
悪
即
善
衆
生
」
を
悪
が
あ

る
が
故
の
善
、
善
悪
表
裏
一
体
の
衆
生
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

浄
不
浄
表
裏
一
体
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、『
略
抄
』
が
「
浄
法
を
も

っ
て
人
に
与
う
べ
し
」
と
い
う
経
文
は
合
点
が
い
か
な
い
、
と
い
う
こ

と
は
納
得
が
い
く
。
な
お
、
先
ほ
ど
見
た
よ
う
に
『
梵
網
経
』
の
経
文

は
「
浄
法
与
人
」
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
『
略
抄
』
は
こ
の
「
浄
」
に
特
別
な
こ
だ
わ
り
を
見

せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
略
抄
』
に
と
っ
て
は
不
浄
を
婬
と
限

定
す
る
用
法
が
、「
第
一
清
浄
」
の
「
浄
」
と
意
味
の
違
い
が
あ
る
た

め
で
あ
る
が
、
宗
意
か
ら
す
れ
ば
経
文
を
仏
言
…
…
仏
の
視
点
か
ら
の
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二
〇
二

言
葉
と
捉
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
情
も
介
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
、
非

常
に
注
意
深
く
説
明
を
繰
り
返
し
て
い
る
感
が
あ
る
。『
略
抄
』
に
言

わ
せ
れ
ば
、
仏
戒
す
な
わ
ち
経
文
の
本
意
は
「
第
一
清
浄
」
の
方
で
あ

る
。
こ
の
「
浄
」
は
、
浄
・
不
浄
を
超
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

一
一
戒
持
ハ
浄
也
、
犯
ス
レ
ハ
不
浄
也
。
正
法報
歟

ハ
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
、

依
法報
歟

ハ
山
河
大
地
ナ
リ
。
悉
有
仏
性
ノ
時
、
男
女
差
別
ア
リ
。
迷
悟
仏
与

衆
生
ワ
タ
レ
ト
モ
此
道
理
ア
リ
。
是
悟
上
得
悟
漢
、
迷
中
又
迷
ノ
漢
也
。

仏
道
モ
ト
ヨ
リ
豊
倹
ア
リ
（
ヨ
リ
？
）
跳
出
ス
レ
ハ
也
、
不
婬
清
浄
是
也
。

（『
蒐
書
大
成
』
一
四
・
五
〇
二
頁
）

十
戒
の
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
持
す
れ
ば
浄
で
あ
り
、
犯
ず

れ
は
不
浄
な
の
で
あ
る
。
正
報
は
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
で
あ
り
、
依
報

は
山
河
大
地
で
あ
る
。
悉
有
仏
性
の
時
、
男
女
の
別
が
あ
る
。
迷
・
悟
、

仏
・
衆
生
に
共
通
し
て
こ
の
道
理
が
あ
る
。
こ
れ
が
「
悟
上
に
得
悟
す

る
漢
、
迷
中
又
迷
の
漢
」
で
あ
る
。
仏
道
は
そ
も
そ
も
最
初
か
ら
相
対

的
な
見
方
を
超
越
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。「
不
婬
清
浄
」
と
は
、
実
は

こ
の
こ
と
を
指
す
の
だ
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
部
分
、
テ
キ
ス
ト
が
若
干
乱
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後

人
の
手
に
よ
る
も
の
か
、
横
に
小
さ
く
書
き
込
み
が
あ
る
よ
う
に
、

依
・
正
の
対
比
か
ら
「
正
法
」
・
「
依
法
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
正
報
」
・

「
依
報
」
の
誤
記
と
見
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。『
法
門
名
義
集
』

に

二
報
、
一
者
依
報(

亦
名
共
相)

、
二
者
正
報(

亦
名
不
共
相)

。
身
外
之
果

名
為
依
報
、
国
土
善
悪
、
如
此
等
是
。
身
上
之
果
名
為
正
報
、
形
容
醜
麗
、

如
此
等
是
。

（
大
正
蔵
五
四
・
二
〇
三
中
）

と
あ
る
が
如
く
、
諸
業
の
報
い
と
し
て
得
ら
れ
た
自
分
以
外
の
環
境
世

界
を
依
報
、
自
分
自
身
の
姿
形
の
こ
と
を
正
報
と
呼
ぶ
よ
う
で
あ
る
。

山
内
氏
も
『
略
抄
』
の
本
文
を
無
条
件
に
「
正
報
」「
依
報
」
と
し
て

お
ら
れ
る（

7
）

。
山
内
氏
は
さ
ら
に
、

「
迷
悟
ハ
仏
ト
衆
生
ト
ニ
ワ
タ
レ
ト
モ
」、
仏
と
衆
生
と
の
区
別
は
あ
る
の

で
あ
り
、
浄
不
浄
は
「
仏
ト
衆
生
ニ
ワ
タ
レ
ト
モ
」、
仏
と
衆
生
の
区
別
の

あ
る
如
く
、
浄
・
不
浄
の
区
別
は
厳
と
し
て
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

往
相
を
喪
っ
て
い
な
い
証
拠
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
「
一
〃
戒
持
ハ
浄
也
、

犯
ス
レ
ハ
不
浄
也
」
と
断
言
で
き
る
の
で
あ
る（
8
）
。

と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
で
「
迷
悟
ハ
」
と
主
語
と
し
て
読
ま
れ
、『
略
抄
』

の
い
う
「
此
道
理
」
と
は
、
区
別
の
存
す
る
こ
と
と
解
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
一
段
は
明
ら
か
に
『
正
法
眼
蔵
』「
諸
法
実
相
」

の
冒
頭
部
に
依
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
れ
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
わ
れ
る
。

諸
法
の
仏
法
な
る
時
節
、
す
な
は
ち
迷
悟
あ
り
、
修
行
あ
り
、
生
あ
り
、

死
あ
り
、
諸
仏
あ
り
、
衆
生
あ
り
。

万
法
と
も
に
わ
れ
に
あ
ら
ざ
る
時
節
、
ま
ど
ひ
な
く
、
さ
と
り
な
く
、

諸
仏
な
く
、
衆
生
な
く
、
生
な
く
、
滅
な
し
。

仏
道
も
と
よ
り
豊
倹
よ
り
跳
出
せ
る
ゆ
え
に
、
生
滅
あ
り
、
迷
悟
あ
り
、



『
梵
網
経
略
抄
』
の
考
察
（
十
五
）（
晴
山
）

二
〇
三

生
仏
あ
り
。
し
か
も
か
く
の
ご
と
く
な
り
と
い
へ
ど
も
、
花
は
愛
惜
に
ち

り
、
草
は
棄
嫌
に
お
ふ
る
の
み
な
り
。

自
己
を
は
こ
び
て
万
法
を
修
証
す
る
を
迷
と
す
、
万
法
す
す
み
て
自
己

を
修
証
す
る
は
さ
と
り
な
り
。

迷
を
大
悟
す
る
は
諸
仏
な
り
、
悟
に
大
迷
な
る
は
衆
生
な
り
。
さ
ら
に

悟
上
に
得
悟
す
る
漢
あ
り
、
迷
中
又
迷
の
漢
あ
り
。

諸
仏
の
ま
さ
し
く
諸
仏
な
る
と
き
は
、
自
己
は
諸
仏
な
り
と
覚
知
す
る

こ
と
を
も
ち
い
ず
。
し
か
あ
れ
ど
も
証
仏
な
り
、
仏
を
証
し
も
て
ゆ
く
。

（『
道
元
禅
師
全
集
』
一
・
二
〜
三
頁
）

波
線
部
は
特
に
そ
の
ま
ま
取
り
込
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
指
し
て

い
る
。

こ
の
「
現
成
公
案
」
の
「
諸
法
の
仏
法
な
る
時
節
」
と
い
う
一
段
が
、

『
略
抄
』
で
い
う
「
悉
有
仏
性
ノ
時
」
に
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
の
「
悉
有
」
は
「
諸
法
」
と
同
等
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
、
仏
法
と
し

て
存
在
す
る
個
々
に
、
つ
ま
り
実
相
に
着
目
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
を
依
報
で
考
え
れ
ば
個
々
の
「
山
河
大
地
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
て

然
り
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
、
個
を
仏
法
と
し
て
見
る
場
合
、
迷
と
悟
、
生
と
死
、

あ
る
い
は
仏
と
衆
生
、
と
い
っ
た
一
見
相
対
的
概
念
と
思
し
き
言
葉
も
、

実
は
仏
法
の
時
節
で
あ
る
以
上
、
そ
の
相
対
性
を
超
え
て
用
い
ら
れ
て

い
る
と
思
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
「
万
法
と
も
に
わ

れ
に
あ
ら
ざ
る
時
節
」
と
い
う
場
合
、
無
我
、
空
の
視
点
で
事
物
を
捉

え
る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「
仏
道
も
と
よ
り
豊
倹
よ
り
跳
出
せ
る
」
と
は
、
豊
か
さ
・
乏
し
さ

と
い
っ
た
相
対
を
超
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
、「
諸
法
の
仏
法
な

る
時
節
」
に
お
け
る
在
り
方
を
、
誤
解
の
な
き
よ
う
に
と
の
配
慮
の
下

に
示
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
そ
う
と
『
略
抄
』
は
こ
こ
を

「
仏
道
モ
ト
ヨ
リ
豊
倹
ア●

リ
跳
出
ス
レ
ハ
也
」
と
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ

「
現
成
公
案
」
に
準
じ
て
説
明
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
あ
る
い
は
書
写
の
段
階
で
「
ヨ
」
と
「
ア
」
を
間
違
え
た
の
か

も
知
れ
な
い
。『
略
抄
』
が
意
識
的
に
「
ア
」
と
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、

こ
の
「
豊
倹
」
は
、
既
に
豊
倹
を
跳
出
し
た
「
豊
倹
」
を
意
味
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
れ
で
良
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
う
す
る

と
「
跳
出
」
す
る
の
だ
か
ら
最
初
か
ら
「
豊
倹
」
な
の
だ
、
と
い
う
具

合
に
な
ろ
う
が
、
こ
れ
は
今
ひ
と
つ
回
り
く
ど
い
気
が
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
仏
法
上
の
言
葉
が
、
相
対
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
以

上
、「
悟
上
に
得
悟
す
る
漢
」
も
「
迷
中
又
迷
の
漢
」
も
相
対
を
超
え

た
「
仏
法
と
し
て
の
悟
」
で
あ
り
「
仏
法
と
し
て
の
迷
」
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。『
略
抄
』
は
「
現
成
公
案
」
を
通
し
て
、
仏
法
と
し
て
の

言
葉
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
た
め
に
「
仏

道
モ
ト
ヨ
リ
豊
倹
ヨ
リ
跳
出
ス
レ
ハ
也
」
と
、
理
由
付
け
を
後
回
し
に

し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
よ
う
に
『
略
抄
』
の
こ
こ
の
一
段
が
「
現
成
公
案
」
に
基
づ
い

て
い
る
と
見
る
な
ら
ば
、
山
内
氏
の
如
く
「
迷
悟
は
仏
ト
衆
生
ト
ニ
ワ
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タ
レ
ト
モ
」
と
読
む
の
で
は
な
く
、
や
は
り
「
現
成
公
案
」
が
「
生
・

仏
」
つ
ま
り
「
衆
生
と
仏
」
と
す
る
よ
う
に
、「
迷
・
悟
ト
、
仏
ト
衆

生
ト
、
ワ
タ
レ
ト
モ
」
と
、
い
わ
ゆ
る
世
間
的
対
立
概
念
の
併
記
と
捉

え
て
読
む
方
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
男
・
女
、
迷
・
悟
、

生
・
仏
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

「
一
一
戒
持
ハ
浄
也
、
犯
ス
レ
ハ
不
浄
也
」
と
は
、
一
つ
で
も
仏
戒

を
持
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
は
仏
法
の
現
成
な
の
で
あ
り
、
従
っ

て
第
一
清
浄
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
つ
で
も
仏
戒
を
犯
ぜ
ば
、
そ
れ

は
も
は
や
仏
法
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
不
浄
な
の
で
あ
る
、
と
い

っ
た
意
味
と
思
わ
れ
る
。『
略
抄
』
は
、
経
文
の
「
浄
法
与
人
」
と
い

う
言
葉
、
裏
を
返
せ
ば
「
不
婬
清
浄
」
と
い
う
こ
と
が
、
浄
不
浄
を
相

対
的
に
捉
え
て
い
る
と
い
う
疑
念
を
抱
か
せ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
最

初
か
ら
豊
倹
を
跳
出
し
た
用
法
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
経
文
に
「
不
婬
清
浄
」
と
い
う
言
葉
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
や
そ
う
い
っ
た
用
法
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
点
で

既
に
相
対
の
見
を
離
れ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
、
と
結
ん
で
い
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

四

次
に
『
略
抄
』
は
、
在
家
・
出
家
の
婬
戒
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
従

来
の
解
釈
を
提
示
す
る
。

又
在
家
ニ
ハ
不
邪
婬
。
不
邪
婬
ト
云
ハ
、
或
堂
舎
等
ヲ
ケ
カ
サ
ス
、
或
自

ノ
色
ノ
外
ニ
他
色
ヲ
不
見
、
或
父
母
死
亡
日
婬
ヲ
不
行
、
或
斎
日
ニ
婬
ヲ

行
セ
サ
ル
ナ
リ
。
出
家
ニ
ハ
不
婬
。
不
婬
ト
ハ
一
向
婬
ヲ
行
セ
サ
ル
ナ
リ
。

（『
蒐
書
大
成
』
一
四
・
五
〇
二
頁
）

ま
た
、
在
家
に
は
「
不
邪
婬
」
を
適
用
す
る
。
不
邪
婬
と
い
う
の
は
、

神
聖
な
場
所
を
汚
さ
な
い
、
あ
る
い
は
自
分
の
配
偶
者
以
外
の
相
手
を

求
め
る
な
い
、
あ
る
い
は
父
母
の
命
日
に
性
行
為
を
行
わ
な
い
、
あ
る

い
は
斎
日
に
性
行
為
を
行
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
出
家
に
は

「
不
婬
」
を
適
用
す
る
。
不
婬
と
い
う
の
は
、
全
く
性
行
為
を
行
わ
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
大
意
か
。

『
梵
網
経
』
の
経
文
で
は
実
は
こ
の
部
分
は
曖
昧
な
ま
ま
に
記
さ
れ

て
お
り
、
古
来
そ
の
解
釈
は
、
出
家
に
具
足
戒
を
用
い
在
家
・
出
家
を

歴
然
と
区
別
し
て
き
た
中
国
仏
教
の
戒
律
事
情
に
左
右
さ
れ
て
き
た
感

が
強
い
。
今
『
略
抄
』
が
挙
げ
た
在
家
が
「
不
邪
婬
」、
出
家
が
「
不

婬
」
と
い
う
解
釈
も
、
恐
ら
く
は
そ
の
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
。
智

『
菩
薩
戒
義
疏
』
巻
下
に
は
「
七
衆
同
じ
く
犯
を
大
小
乗
倶
に
制
す
れ

ど
も
、
而
し
て
制
に
多
少
有
り
。
五
衆
は
邪
正
倶
に
制
し
、
二
衆
は
但

だ
邪
婬
を
制
す
」（
大
正
蔵
四
〇
・
五
七
二
中
）
と
あ
る
が
如
く
で
あ
る
。

在
家
の
優
婆
塞
・
優
婆
夷
の
二
衆
に
つ
い
て
は
「
不
邪
婬
」
で
あ
り
、

そ
の
他
の
出
家
五
衆
は
「
不
婬
」
と
、『
略
抄
』
紹
介
の
解
釈
と
一
致

す
る
。

し
か
し
法
蔵
の
立
場
は
こ
れ
と
は
異
な
り
、「
此
の
経
中
、
在
家
出

家
の
菩
薩
を
問
う
こ
と
莫
く
、
倶
に
婬
欲
を
絶
す
。
是
の
故
に
文
中
に
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邪
正
を
簡
ば
ず
、
一
切
皆
な
断
ず
」（
大
正
蔵
四
〇
・
六
二
一
上
）
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
在
家
に
対
し
て
も
性
行
為
を
全
く
認
め
な
い
、

一
見
非
常
に
厳
し
い
見
解
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
法
蔵
は
し
か
し
一
方

で
は
衆
生
教
化
の
た
め
に
こ
れ
を
行
な
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
し
「
華
厳

中（
9
）

、
十
行
菩
薩
の
浄
戒
を
持
す
る
時
、
無
量
の
魔
女
の
菩
薩
を
悩
乱
す

る
こ
と
有
る
も
、
一
念
の
欲
を
生
ぜ
ず
、
心
の
浄
な
る
こ
と
仏
の
如
し
。

其
の
衆
生
を
方
便
し
て
教
化
す
る
を
除
く
」（
大
正
蔵
四
〇
・
六
二
一
上
）

と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
辺
の
考
え
方
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
現
代

の
日
本
で
主
流
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

『
略
抄
』
の
述
べ
る
「
邪
婬
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
賢
『
菩
薩

戒
古
跡
記
』
巻
下
本
を
見
る
と
、

除
産
門
外
、
皆
名
非
支
。
若
穢
下
時
、
胎
円
満
時
、
飲
児
乳
時
、
受
斎
戒

時
、
或
有
病
時
、
謂
有
病
不
宜
婬
、
是
名
非
時
。
若
諸
尊
重
所
集
会
処
、

或
霊
廟
中
、
或
大
衆
前
、
或
堅
鞭
地
、
高
下
不
安
、
此
等
非
処
。
在
家
除

此
於
自
分
行
。
雖
非
自
婦
若
無
所
属
、
在
家
見
利
亦
得
行
婬
。

（
大
正
蔵
四
〇
・
七
〇
五
中
）

と
あ
る
。「
堅
鞭
地
」
と
い
う
の
は
よ
く
解
ら
な
い
が
、
次
が
高
低
が

あ
っ
て
不
安
定
な
場
所
を
指
す
と
す
れ
ば
、
堅
く
て
鞭
の
よ
う
に
痛
い

場
所
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
波
線
を
付
し
た
部
分
、

あ
る
程
度
『
略
抄
』
と
呼
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
父
母

の
命
日
に
つ
い
て
の
み
は
、
あ
る
い
は
言
外
の
常
識
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。『
略
抄
』
が
思
い
付
く
ま
ま
に
邪
婬
の
具
体
例
を
挙
げ
た
に

過
ぎ
な
い
可
能
性
も
高
い
。

し
か
し
こ
こ
で
誤
解
を
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、『
略
抄
』
が
こ
こ

で
在
家
と
出
家
と
の
婬
戒
の
差
異
を
説
こ
う
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。『
梵
網
経
』
は
、
法
蔵
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
在

家
出
家
共
通
の
戒
で
あ
る
。『
略
抄
』
は
後
に
見
る
よ
う
に
、
そ
の
立

場
か
ら
見
解
を
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。
直
前
に
豊
倹
を
跳
出
す
る
立
場

を
く
ど
い
ほ
ど
に
述
べ
た
の
も
、
そ
の
布
石
で
あ
る
が
、
一
気
に
長
文

を
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
、
そ
こ
こ
そ
が
『
略
抄
』
の
婬
戒
解
釈

で
の
肝
要
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
ら
、
今
回
は
こ
こ
で
一
旦
筆
を
置
き
、

次
回
に
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

註

（
1
）『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
に
、

第
十
四
祖
龍
樹
尊
者
、
梵
云
那
伽
閼
剌
樹
那
、
唐
云
龍
樹
亦
龍

勝
、
亦
云
龍
猛
。
西
天
竺
国
人
也
。
至
南
天
竺
国
。
彼
国
之
人
、

多
信
福
業
。
尊
者
為
説
妙
法
、
聞
者
逓
相
謂
曰
、
人
有
福
業
、
世

間
第
一
。
徒
言
仏
性
、
誰
能
覩
之
。
尊
者
曰
、
汝
欲
見
仏
性
、
先

須
除
我
慢
。
彼
人
曰
、
仏
性
大
耶
小
耶
。
尊
者
曰
、
仏
性
非
大
非

小
、
非
広
非
狭
、
無
福
無
報
、
不
死
不
生
。
彼
聞
理
勝
、
悉
迴
初

心
。
尊
者
復
於
座
上
現
自
在
身
、
如
満
月
輪
。
一
切
衆
会
、
唯
聞

法
音
、
不
覩
師
相
。

於
彼
衆
中
、
有
長
者
子
迦
那
提
婆
、
謂
衆
会
曰
、
識
此
相
否
。

衆
会
曰
、
而
今
我
等
目
所
未
覩
、
耳
無
所
聞
、
心
無
所
識
、
身
無

所
住
。
提
婆
曰
、
此
是
尊
者
現
仏
性
相
、
以
示
我
等
。
何
以
知
之
。



『
梵
網
経
略
抄
』
の
考
察
（
十
五
）（
晴
山
）

二
〇
六

蓋
以
無
相
三
昧
形
如
満
月
。
仏
性
之
義
、
廓
然
虚
明
。
言
訖
輪
相

即
隠
。
復
居
本
坐
、
而
説
偈
言
、
身
現
円
月
相
、
以
表
諸
仏
体
、

説
法
無
其
形
、
用
弁
非
声
色
。

（
春
秋
社
『
正
法
眼
蔵
』
一
・
二
五
〜
二
六
頁
）

と
あ
る
。

（
2
）『
梵
網
経
略
抄
』
の
考
察
（
六
）（『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』
第
二

十
七
号
、
一
九
九
六
年
七
月
）
参
照
。

（
3
）『
梵
網
経
略
抄
』
の
考
察
（
三
）（『
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要
』
第
八

号
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
）
参
照
。

（
4
）
法
蔵
は
『
正
法
念
処
経
』
巻
第
四
十
八
に
「
境
界
所
漂
、
在
愛
河
中
。

愛
河
漂
已
、
入
生
死
海
。
流
転
常
行
、
無
有
休
已
」（
大
正
蔵
一
七
・
二

八
四
下
）
と
あ
る
を
参
照
し
た
と
お
も
わ
れ
る
。

（
5
）
山
内
舜
雄
『
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
の
研
究
』（
一
九
八
八
年
九
月
、
大
蔵

出
版
）
七
八
九
頁
参
照
。

（
6
）
前
掲
山
内
書
七
九
〇
頁
参
照
。

（
7
）
前
掲
山
内
書
七
九
〇
頁
参
照
。

（
8
）
前
掲
山
内
書
七
九
〇
頁
参
照
。

（
9
）『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
六
十
巻
本
）
に
、

菩
薩
如
是
持
浄
戒
時
、
於
一
日
中
、
若
有
無
量
無
數
阿
僧
祇
諸
大

魔
王
、
一
一
魔
王
、
各
将
無
量
無
数
阿
僧
祇
諸
天
女
衆
。
皆
悉
端

正
顏
貌

妙
、
姿
容
妖
艷
傾
惑
人
心
、
又
復
斎
持
一
切
楽
具
、
欲

来
惑
乱
菩
薩
道
意
。
爾
時
菩
薩
作
如
是
念
、
此
五
欲
者
是
障
道
法
、

乃
能
障
礙
無
上
菩
提
。
是
故
菩
薩
、
乃
至
不
生
一
念
欲
心
、
心
浄

如
仏
。
除
其
方
便
教
化
衆
生
。
内
不
離
菩
薩
一
切
種
智
、
堅
固
正

念
、
不
為
五
欲
因
縁
故
起
一
悪
念
悩
乱
衆
生
。
寧
捨
身
命
不
加
悪

於
人
。

（
大
正
蔵
九
・
四
六
七
上
）

と
あ
る
。


